
活動名 実施回数

乳幼児 中高生 大人 合計

自由来館児童 学童クラブ児童 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(2）ボールクラブ 37 　 2 330 181 2 　 　 515 ・毎週金曜日に毎月内容を変えてボール遊びをする。（卓球、キックベース、ドッジなど）

　クラフトデー 22 1 5 451 31 　 　 488 ・小学生が簡単に作れる工作を作る。

　太鼓クラブ 15 5 84 5 21 115 ・出演・イベントに向けて練習、発表する。

　小学生水遊び 1 3 42 1 6 52 ・水鉄砲などの水遊びを行う。

　かき氷 1 3 42 1 6 52 ・水遊び後おやつにかき氷を提供

　　卓球道場 3 　 13 0 12 0 25 ・卓球大会に向けて練習を行った。

　　卓球大会 1 6 3 3 1 7 20 ・様々な学年が参加し、卓球の試合に臨んだ。保護者も観戦を楽しんでいた。

　節分の集い 1 1 40 2 43 ・節分についてのお話とクイズに答え、豆をまく。季節行事。

　ハロウィンパーティー 1 6 7 1 1 4 19 ・ノートルダム女子大学でハロウィンパーティーを行った。

　クリスマス会 1 13 64 6 26 109 ・子どもたちによる出し物の披露やビンゴ大会を行う。

(4)手作りクラブ 21 　 100 127 16 14 　 　 　 　 16 273 ・3年生以上対象に工作や手芸を月２回行うクラブ活動。

　　ソフトテニスクラブ 14 　 51 79 70 41 　 　 　 　 　 241 ・3年生以上対象にソフトテニスの基礎を学び楽しむクラブ活動。

　　茶道クラブ 20 39 180 88 7 　 　 10 324 ・3年生以上対象に作法を学び、茶道に親しむ。

（6）障害のある児童の来館 随時 ・介助者の方と過ごす場所として利用。

（７）洛北高校生お茶会 1 5 19 2 6 13 19 64 ・洛北高校の茶道部と共催。茶道クラブも点て出しやお運びで活躍した。

　　中高校生と赤ちゃんとの交流 4 22 2 12 14 50 ・中高生がお母さん方から赤ちゃんのお話をきいたり、乳児のお世話体験をする。

　洛北高校乳幼児との交流 10 95 　 　 　 　 425 131 　 　 1 652 ・洛北高校への事前講習と乳幼児との交流を行った。

　 みちくさサタデ― 12 30 30 ・中高生の居場所作りを目的。

　　合　　　　計 123 268 1451 209 337 482 171 0 4 27 3072

（8）防災マップ作り 随時 0 ・避難訓練・防災訓練時に安全マップを子どもたちと作成

　　合　　　　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

123 268 1451 209 337 482 171 0 4 27 3072

　

基
本
活
動

・今年度はドッジボールを中心にクラブを行った。

・クラフトデーは毎月実施。様々な工作を楽しめた。

・太鼓クラブは北山ふれあいセンターまつり、ライオンズク
ラブクリスマスパーティーへの出演等、活動を広げてい
る。
３月には1年間締めくくりの発表会を行った。
　
・卓球大会に向けて練習に励み、大会の参加人数も見学
者も増えた。

・ノートルダム女子大学生が企画持ち込み、大学構内で
ハロウィンのクイズや工作、おやつをもらいパーティーを
楽しんだ。子どもはハロウィンコンテストに引き続き仮装し
て参加した。

　
・手作りクラブ・ソフトテニスクラブ、茶道クラブ・よさこい
ソーランクラブが活動している。葵、松ヶ崎小学校に広報
し、すべてのクラブが定員いっぱいで、毎回多数の子ども
たちが参加した。

・今年の高校との協力行事としては洛北高校の茶道部と
お茶会を行った。

・昨年度よりも交流回数が増え、中高生と乳幼児親子と
の絆も深まった。引き続き下鴨中学や洛北高校と顔をつ
なぎ、情報交換をしていきたい。

・洛北高校に赴き児童館の機能と役割について講義す
る。実際に乳幼児親子とも触れ合い交流した。

・バスケや卓球を目的に中高生の利用は多くあった。
・みちくさサタデーは月1回土曜日の夕方に中高生が優先
的に館庭を使える様に設定した。ただこの日を目的に来
館する中高生はあまり居なかった。次年度は内容や、開
催方法を考える必要がある。

子ども育成機能　合計

ボランティア
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小１～３年 小４～６年 内容 成果と課題

参加人数



活動名 実施回数

乳幼児 中高生 大人 合計
自由来館 学童クラブ自由来館学童クラブ 中高生 大学生 大人

（１）ひまわりクラブ〈幼児クラブ〉 32 325 0 5 0 0 35 290 0 0 0 655

　　ふたばクラブ〈乳児クラブ〉 29 296 0 7 0 0 39 278 0 0 0 649

　　つぼみクラブ（乳児クラブ） 29 378 0 7 0 0 39 332 0 0 0 756

    葵井戸端サロン 11 84 0 0 0 0 0 83 0 0 71 238

　　リユースデー 6 72 0 0 0 0 0 92 0 0 0 164

　　小さな絵本の会 10 51 0 1 0 0 0 49 0 0 10 111

　　はなまる子育て相談 11 84 0 0 0 0 0 83 0 0 71 238

ハロウィンパーティー 1 5 6 7 1 1 13 19 0 4 0 56

クリスマス会 1 13 64 6 26 109 ・子どもたちによる出し物の披露やビンゴ大会を行う。

　　わくわく水遊び 1 　 3 42 1 6 　 　 　 　 　 52

　　夏まつり 0

　　北山ふれあいセンターまつり 32 13 3 1 2 51

　  クリスマス会 0

　　卓球道場 3 　 13 0 12 0 25
　　卓球大会 1 6 3 3 1 7 20
洛北高校乳幼児との交流 10 95 56 6 11 1 425 131 0 0 1 736

合　　　　計 145 1390 129 155 37 36 551 1364 0 4 155 3124

件数 件数 件数 件数

3 3 児童相談所 1

1 1 　家庭養育問題 1 保健所

　成長･発達問題 4 子ども支援センター 4

　教育問題 幼稚園･保育園

　非行・問題行動 小学校

中学校

1 総合支援学校

〔　小学校　〕  その他（　                     　）

5 4 5 6

育成･支援内容

会場提供

会場提供

(5)子育てと健全育成

　 に関する啓発活動
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参加人数

内容

成果と課題

小１～３年 小４～６年 ボランティア ＜幼児クラブ・乳児クラブ＞館外活動や焼き芋・蒸かしイモ
など食べ物の取り扱いには、注意が必要だったが、概ね活
動回数を無事に終えることができた。

　
＜井戸端サロン・はなまる子育て相談＞新しく児童館に来
た方の参加やクラブ未登録の参加が多く、保育所の保育
士や民生委員と気軽な子育て相談の場とすることができ
た。

・登録制のクラブの後など11時30分から行う絵本の会、リ
ユースデーを開催。この行事のために来る親子が増えた。

・コロナ以降、中止になっていた北山ふれあいセンター祭り
を再開することができた。新しくできた太鼓クラブや茶道ク
ラブが出演・出店に参加し、地域住民にも多く参加いただ
いた。

・洛北高校の茶道部と共催。茶道クラブも点て出しやお運びで活躍した。

子
ど
も
家
庭
支
援
活
動

基
本
活
動

月３回クラス制で（1才半～・2才～）就園前のお子さんとお母さん対象。１クラス制

月３回クラス制で（0才・1才０ヵ月～１才５ヶ月）お子さんとお母さん対象。1クラス制

・出演・イベントに向けて練習、発表する。

乳幼児の部は雨天のため中止

ひとり親家庭支援センター、地域の方々と協力してお祭りを実施する。中止

北山ふれあいセンター全体や地域の方々と協力し合って、お祭りを実施。　太鼓・茶道クラブもスタッフとして参加

子ども達による出し物の披露や、ゲーム大会、プレゼント渡しを行う。中止

民生児童委員主催。子育てについて乳幼児親子と遊びやお話をする広場。

・卓球大会に向けて練習を行った。

・様々な学年が参加し、卓球の試合に臨んだ。保護者も観戦を楽しんでいた。

地域の保育士、保健師、心理士などが遊びながら子育て相談を受ける。その後情報交換をした。

・ノートルダム女子大学でハロウィンパーティーを行った。

様々な学年が参加し、卓球の試合に臨んだ。保護者も観戦を楽しんでいた。

・洛北高校への事前講習と乳幼児との交流を行った。

(3)子育て家庭相談･援助活動

子どもの年齢 受理及び相談経路 相談内容

　小１～3年(自由来館） 　保健所

　小１～3年(学童） 　子ども支援センター

　小４～6年(自由来館） 　主任児童委員

　小４～6年(学童） 　その他

　中学生

つないだ機関等

　乳児 　児童館にて直接受理 ・洛北高校と合同企画。中止

　幼児 　児童相談所

　その他（       ）
　高校生

件数　計

(4)子育てグループを
育成・支援する活動

グループ名 構成人数 活動内容

お母さん方が集まるサークルでヨガ・コーチングを学ぶ。

成果と課題

ハッピーヨガ 10 お母さん方が集まるサークルでヨガをする。 お母さん方などによるサークル活動は緊急事態解除後も活発に行
われた。
新型コロナ感染予防のため参加者の体調確認や、連絡先が分かる
ように協力をお願いした。

はじめのいっぽ 10

推
進
活
動

活動名 実施回数 活動内容 成果と課題

子育て講座※今年度中止



乳幼児 中高生 大人 合計

「葵井戸端サロン」 11 84 0 0 0 0 83 167
・民生児童委員･主任児童委員
･学区社会福祉協議会委員

おもちゃ病院 12 39 56 6 11 1 0 144 257 ・京都SKYセンター

ふれあい茶会 1 5 19 2 6 0 13 19・出演・イベントに向けて練習、発表する。
・洛北高校茶道部
・葵児童館茶道クラブ

さくら茶会 1 1 3 66 4 12 1 7 94 ・葵児童館茶道クラブ

夏祭り ・卓球大会に向けて練習を行った。
・葵学区民生委員
・学区社会福祉協議会

左京中部親子ふれあ
い広場

1 67 69・様々な学年が参加し、卓球の試合に臨んだ。保護者も観戦を楽しんでいた。
各学区社会福祉協議会・保育所・
左京区はぐくみしつ

北山ふれあいセンターまつ
り 1 32 13 3 1 49

・北山ふれあいセンター全体
・葵学区民生委員

ハロウィンパーティー 合　　計 27 6 7 1 1 110 87 24 4 14 322・ノートルダム女子大学でハロウィンパーティーを行った。

クリスマス会 1 13 64 6 26 561・子どもたちによる出し物の披露やビンゴ大会を行う。

中高生 大学生 大人 その他 合計

日常活動のボランティア参加 0 0 252 0 252

クラブ、及び行事のボランティア参加(準備を含む） 13 8 290 0 311

合計 15 8 456 0 563
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令和5年度児童館活動報告書　　　京都市葵児童館

地
域
福
祉
促
進
機
能

基
本
活
動

(1)地域住民との交
流を

促進する活動

活動名 実施
回数 主催

参加人数
連携団体 成果と課題小１～3年

自由来館学童クラ
ブ

小４～6年
自由来館学童クラ

ブ

葵学区社会福祉協議会
(協力:京都市葵児童館）

・井戸端サロンは民生委員と協力し
あい、子育て情報など地域の方なら
ではの話もできた。

・お茶会は色々な世代が体験に着
てくださり、普段と違う雰囲気を楽し
んだ。

・おもちゃ病院は毎月第三土曜日と
告知も定着しており、利用者が多
かった。

・例年行っている参加人数が多い行
事は少しずつ再開している。

京都SKYセンター
洛北高校茶道部
葵児童館茶道クラブ共京都市葵児童館

京都市葵児童館
ひとり親家庭支援セン
葵学区社会福祉協議会
左京区児童館、保育所

北山ふれあいセンター全体

(2)ボランティア活動
の推進

活動内容
活動人数

成果と課題

・中高生対象事業については、ボランティアスタッフがほぼいなくなり、協力して活
動ができなかった。
・地域の方が夕方の学童クラブの勉強を見てくれたり、クラブ活動のお手伝いや、
講師をしてくれた。

(3)地域との連携を
促進する活動

連携団体等 連携内容 成果と課題

10

・地域の各団体へは毎月、児童館のお便りを配布。活
動内容をお知らせしている。また、館の行事に応じて各
団体に活動への協力をお願いしている。（例：おもちつき
大会、夏祭り、交流会など）

・小学校とは、学童クラブと自由来館児についての情報
交換会議（連絡協議会）を行なっている。

・例年地域の団体と協力していた大きな行事はコロナ以降減少し
てしまった。
・葵民生児童委員会、葵社会福祉協議会、はぐくみ室、ポッポとは
井戸端サロン・はなまる子育て相談で協力して行えた。
・各小学校の日程とを摺合せ、児童館活動を行った。
・避難訓練の講座にノートルダム女子大学の先生と学生が地震に
ついて子ども達に説明をしてくれる交流があった。
　



構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

葵学区民生委員会 年１1回
乳幼児親子対象遊びの

広場

月1回「はなまる子育て相談」と同時開催してい
る。左京子どもはぐくみ室、葵学区民生児童委員
さん、児童発達支援センターポッポとのネット
ワークを構築できた。

葵児童館
葵学区民生児童委員協議会
葵学区社会福祉協議会
認定こども園　下鴨夢

相愛幼稚園
左京区子どもはぐくみ室
京都市養正保育所

児童発達支援センター　ポッポ
ペンギン保育室

情報交換
研修会の開催

使　用　目　的

乳幼児親子の優先利用・昼食

ヨガ、子育てコーチングなどお
母さんなどよるサークル活動

小さな絵本の会

「葵井戸端サロン」

地域の子育てに関する情報、
講座、イベント情報、

クラブ員募集、喫茶店案内など
ポスター掲示に利用

調査名 調査目的 調査対象 調査主体 調査方法

講座後のアンケート
活動の充実を図るため

子育て家庭のニーズを知る
講座参加者 葵児童館 記述式アンケート

乳幼児を持つ家庭への
児童館についての調査

対象家庭の児童館
利用状況と満足度を

調べる
児童館を利用する乳幼児親子

同法人運営館
（４館）

選択・記述式
アンケート

学童クラブ向けアンケート
自由来館児向けアンケート

児童館を利用する
子供たちの児童館の
満足度など調べる

児童館を利用する児童 〃
選択・記述式
アンケート

学童クラブについての
アンケート

対象家庭の学童クラブの
満足度などを調べる

学童クラブ登録家庭 〃
選択・記述式
アンケート

各種団体の情報掲載
情報発信

(6)地域調査活動

成果と課題

＜様式１０－４＞

令和6年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　 　 　　（　　　葵　　　）児　童　館
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(4)児童館を支える地域

組織名称

井戸端サロン

葵学区地域子育て支援ステーション
ネットワーク会議

今年度実施なし

推
　
進
　
活
　
動

図書館職員

遊戯室 葵学区民生委員

・誤飲・誤植についての知識や療育についての情報を得ることができた。

・今年度についてもより良い活動を目指し，継続的に調査を行った。

・今年度についてもより良い活動を目指し，継続的に調査を行った。

・できる限り利用者のニーズに応えた児童館事業を行っていく。

会場提供・備品貸出等 提供先（団体・機関等） 成果と課題

創作活動室 乳幼児親子

遊戯室・学童クラブ室
母親サークル「はじめのいっぽ」

図書コーナー(5)地域への施設提供

継続的に利用があった。特に乳幼児クラ終了後の利用も多かった。

掲示板等



■児童館ニュース
「あおいフレンズ」

■月１回
・利用者全般
・地域住民
・関係機関等

・児童館内
・地域へ回覧
・地域関係団体へ配布
・葵小・松ヶ崎小全員配布
・拡大して児童館2か所に掲示
・ホームページでの掲載

■毎月の児童館の予定

■学童だより ■月１回
・学童クラブ登録家庭
・小学校、関係機関

■行事予定及び行事参加の出欠

■乳幼児クラブだより ■1月１回
・幼児クラブ登録家庭
・関係機関

■取り組み予定、持ち物のお知らせ

■乳幼児対象　行事案内
「あおいほっこり通信」

■月１回 ・乳幼児を持つ家庭 ■乳幼児親子対象行事、講座案内

■あそびにおいでよ！　葵児童館
■１回

■児童館を始めて利用する方 ■児童館の施設案内、および利用案内

■その他　行事毎に
　　ポスター･チラシ作成

■随時
■行事対象者や地域

・児童館内
・地域へ回覧
・地域関係団体へ配布
・拡大して児童館2か所に掲示
・店舗に設置
・ホームページでの掲載

■行事の案内

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

・広報物については、いつでも手にとって
　もらえるように、児童館におたより専用
　のラックを設置しているため、いつでも
　来館者に配布ができている。

　
・民生児童委員さんを通じて、乳幼児家庭に
児童　　館の行事案内を伝えてもらってる。
　
・左京子どもはぐくみだよりに、毎月
　乳幼児対象行事を掲載をお願いしており、
　他学区から来られる乳幼児親子も多い。

・おたより等ホームページに掲載をし、広く
周知している。

・学童クラブのおたよりをうえぶさくら（イ
ンターネット）を使い、保護者の方により便
利に閲覧してもらえるようになった。

・季節の行事についての案内は、小学校にも
配布を依頼することもあった。

・各家庭に配布

・児童館内
・ホームページでの掲載

＜様式１０－５＞

　令和　6年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　　　葵　　　）児　童　館

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容 成果と課題


